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令和 7 年度 第 3 回理事会 議事録 

 

1. 会議概要 

· 開催日時 令和 7 年 9 月 30 日(火)19:00～20:25 

· 開催場所 ZOOM 

· 出席者  

理事総数 18 名 理事出席者 15 名 

【理事】武藤 裕衣、山田 剛、森田 英稔、浅沼 源示、松浦 佳苗、安本 浩二 

草川 拓也、星野 吉昭、大友 秀夫、難波 一能、太田 茂治、井上 勝博、澤山 幸信 

· 松本 泰、芝山 裕紀 

 

監事総数 2 名 監事出席者２名 

【監事】吉田 亘孝、界外忠之 

· 議長  武藤 裕衣 

· 議事録作成者 安本 浩二 

 

2. 議事 

 

 

・付記：決議「承認」について、賛成多数。 

 

3. 会議内容 

武藤会長より理事会を構成する理事 18 名のうち 15 名の出席を得たので、適法に成立する旨を述べ、議

事の審議に入った。 

（1） JART からの各県への相談事項について 

1. 検討事項 

・①JART 会誌の各県事務所への郵送必要の有無について、JART としては会員情報システムより e ブッ

議題 内容 担当者（提案） 決議 

(1) JART からの各県への相談事項について 武藤 承認 

(2) 東海四県学術大会準備について 松浦 承認 

(3) 新規入会希望者の入会について 安本 承認 

(4) CCRT 準備について 武藤 承認 

(5) CCRT スタッフ補助金額について 森田 承認 

 【報告事項】   

(1) 郵貯振替口座の取り扱いについて 武藤 報告 

(2) 教育委員報告 松浦 報告 

(3) 各委員会報告 担当理事 報告 
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クとして閲覧できるので、承認が得られれば発送しない。→県回答案：承認する。発送しない。 

・②JART 理事会報告としての各県からの報告の必要性について。報告は慣例化し目的が不明。報告内

容も体裁も統一されていない。JART 理事会ごとの報告書作成は会長の負担となっている。→県回答

案：報告不要。 

・③JART と各都道府県技師会との業務委託について委託契約料の値上げについて。現状は会員 1 名に

つき 200 円となっているが、契約開始より 14 年を経た現在において委託料の改定をお願いしたいとい

う要望がある。→県回答案：JART からの業務委託は減っていると考えられるため、現状維持で構わな

い→承認 

 

2.  決議「承認」後の対応 

・界外地域理事に返信する。 

 

（2） 東海四県学術大会準備について 

1. 検討事項 

・第 66 回 東海四県総合学術大会（案） 

   大会テーマ 「地域を支える力──若手技師の成長と脊椎イメージング最前線 in 東海」 

10 時受付、10 時 30 分 開会の挨拶、10 時 40 分〜11 時 50 分 会員発表 

「失敗から学ぶ若手技師の成長」（若手指導担当技師が、”失敗”を成長の糧であることを紹

介しながら指導事例などをざっくばらんにご紹介いただく。堅苦しくない感じで発表をいただ

ければと思います。） 

三重県 15 分、愛知県 15 分、岐阜県 15 分、静岡県 15 分、総合討論 10 分 

12 時 10 分〜13 時 10 分 ランチョンセミナー（30 分ずつ 2 社募集） 

13 時 25 分〜14 時 25 分 特別講演「脊椎手術のための画像診断（仮）」三重大学医学部 

14 時 40 分〜15 時 50 分 シンポジウム（会員発表）「脊椎を撮る」（手術又は診断につなが

るような内容を自由に） 

単純 X 線 15 分、CT 15 分、MRI 15 分、透視系 15 分、総合討論 10 分 

15 時 50 分 次回大会長挨拶、閉会の挨拶 

・実行委員＝理事 

・抄録集作成担当＝難波理事 

→承認 

2.  決議「承認」後の対応 

・趣意書について、メールアドレスと振込先を追記し、CCRT と同様に、各企業に発出する。 
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  浅沼業務理事が新規のメールアドレスを作成し、武藤会長、山田副会長、丹羽副会長 

  森田業務理事、松浦業務理事で共有する。 

・大会ポスターを作成する。学術委員会で進めていただく。 

 

（3） 新規入会希望者の入会について 

1. 検討事項 

・新規入会者及び 転入希望者についての入会について承認する。 

→承認 

2.  決議「承認」後の対応 

・事務局村田様：入会処理を行う。期日：速やかに。 

 

（4） CCRT 準備について 

1. 検討事項 

・明日、CCRT準備委員会を開催する。今後の準備委員会で承認された事項について、理事会として承認して

いく。 

→承認 

2.  決議「承認」後の対応 

・CCRT の成功に向けて、準備委員会を開始し準備を進める。 

 

（5） CCRT スタッフ補助金額について 

1. 検討事項 

・本年度総会において、CCRT 協力スタッフに三重県技師会から補助金をお支払いすることで決定している

が、その金額について審議いただきたい。提案金額は「参加費の 2/3 にあたる 2,000 円」。 

→承認 

2.  決議「承認」後の対応 

・CCRT 当日に支払いをするよう準備をしていただく（森田業務理事・村田事務局員）。 

 

【報告事項】 

(1)郵貯振替口座の取り扱いについて 

・山田副会長のご協力を得て無事解約した。 

 

(2)教育委員報告 

・特になし。 

 

 

(3)各委員会報告 

・表彰委員会（武藤委員長）：JART 推薦者（丹羽副会長）は、推薦条件都合上、来年度推薦者とする。今年度

の推薦は無し。知事表彰についても推薦候補者からご辞退の意向を示されたため今年度の推薦は無し。 

・学術・教育委員会（松浦委員長）：・冬季セミナーについて。開催日は 1 月 10 日（土）三重大学にて実施する。

PDR ファーマー共催。特別講演として、PDR ファーマーより核医学系の講師に依頼いただく。 

・編集・広報委員会（浅沼委員長）：10/31 会誌発行予定。 

・総務委員会（安本委員長）：各研究会の補助を例年通り進めていく。 
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・財務委員会（森田委員長）：CCRT の際に、準備が間に合えば今年の会議費の支払いを行う。 

・医療安全・危機管理委員会（山田委員長）： 

・CCRT 準備委員会（武藤委員長）：ワクチン筋注行為に関する第 17 回中部放射線医療技術学術大会におけ

る実技講習会について。今回は、告示研修と異なり、ファシリテータやスタッフへの謝金はない。CCRT をはじ

め県総会など、会員が対面で集まる機会に実施することとする。年度計画にはなかったが、今年度は CCRT

大会内で実施する講習会運営マニュアルは、現在改定中とのこと（JART 江端理事） 

 

吉田監事：特になし。 

界外監事：特になし。 

 

以上をもって本日の議案全ての審議を終了し、21 時 23 分に閉会した。 

以上の決議を明確にするため、この議事録をつくり、出席代表理事がこれに記名押印する。 

 

令和 7 年 10 月 2 日 

一般社団法人三重県診療放射線技師会 

理事（会長）     武藤 裕衣  ㊞ 

理事（副会長）    山田  剛  ㊞ 

理事（副会長）    丹羽 正厳  ㊞ 

 

監事          界外 忠之  ㊞ 

監事          吉田 亘孝  ㊞ 


